
 

 

［第６１２回 大阪放送番組審議会議事録］ 

 

１．開 催 日 時   平成 30年 11月 27日（火） 午後 2時 00分～2時 50分 

 

２．開 催 場 所   ラジオ大阪役員会議室 

 

３．委 員 の 出 欠   委員の総数    6名 

 

            出席の総数    5名 

       

出席委員の氏名  成 瀬 國 晴  河 内 厚 郎 

             鎌 田 雅 子   萩 原 章 男 

内 田 透     

たつみ 都 志（書面参加）                          

                     

            放送事業者側出席者の氏名 

                     吉 田 禎 宏  竹 田   徹 

藤 野 浩 史   

                     

 

４．議     題 

 

１）番組審議『“終活ラジオ ソナエ”～9月 4日は供養の日』 

 

２）その他 

 



 

 

 

５．議 事 の 概 要 

   

  議題１）『“終活ラジオ ソナエ”～9月 4日は供養の日』について 

番組の企画意図と内容を説明し、番組を聴取した後審議に入った。 

  

 

６．審 議 内 容 

 

社 側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化社会が進む中、家族葬の普及など葬儀の簡素化や納骨堂、樹木葬 

など御墓のあり方も多様化し、「終活」への関心は高まっている。そんな 

時代を背景に、ラジオ大阪では毎週土曜日の朝に「終活ラジオ ソナエ」 

（8：30～8：45、平成 30年 4月スタート）を放送している。 

番組では、産経新聞社が発行する「終活読本 ソナエ」とタイアップして 

葬儀、仏事、霊園、お墓、相続などの情報に加えて、医療や趣味の旅行 

など幅広い話題を提供している。 

今回の番組は、レギュラー番組の拡大版として 9月 4日（火）（供養の日） 

に合わせて放送した 1時間の特別番組。 

拡大版の本作では、まずお彼岸を前に、その意味やお彼岸の時のお墓参り 

のやり方、注意点などを赤堀さん（終活読本ソナエ編集者）に、そして 

家族など身近で大切な人の介護や終活、さらに亡くなった時の心境や日々 

の過ごし方についてを、実際に経験された川中美幸さんに伺った。 

さらに 9月 4日を「供養の日」に制定した一般社団法人供養の日普及推進 

協会の会長・大澤静可さんにも「供養」について改めてお話を伺った。 

 

「終活」をテーマにした番組ということで、どういうトーンで番組が進む 

のか興味を持ちながら番組を聴いた。番組では、情報とお話のバランスが 

良く、重くなかった。 

赤堀さんのお彼岸の話は、知っているようで知らない話が多く、価値の 

あるものだった。川中さんは、自分の経験や想いをしっかり語っていて 

良かった。番組を進行している小池さんとの信頼関係も良く、馴れ合って 

ないのが良かった。 

ただ「供養の日」を制定した意味がいまいち伝わらなかったのが残念だ。 

全体的に上手に構成されており、小池さんがしっかりまとめていた。 

終活はテーマとしては重く、人それぞれだが、この番組を聴いて何か 

ヒントが得られる人もいると思う。 



 

 

 

 委 員 

  

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

  

 

 

情報量が多く、勉強になった。 

川中さんはユーモラスで、癒された。また「供養の日」については 

もっと深堀りしてほしかった。 

後半で話題になった、ものへの供養についてなど、終活は取り上げるべき 

テーマが多く、今後広げていける可能性が大いにあると思う。 

 

川中さんの話には引き込まれた。心温まるお話で、自分の終活についても 

語っているのが良かった。 

また赤堀さんの話では、知らないこともあり勉強になった。 

ただレギュラーの番組が朝の時間帯であるのに対し、この特別番組は夜で 

まったく違う時間帯なので、もっと近い時間帯に放送した方が良かったの 

ではないかと思う。 

 

元気な高齢者向けの番組で、時代に合っていると思う。 

特別番組だからか、終活自体の話は少なかったので、もっと知りたかった。 

終活の話の中でも、川中さんの納骨の話は興味深かった。 

「供養の日」の話では、最初に会社名が出たので、タイアップなのかと 

感じてしまった。 

最近は、ものへの思い入れや供養の必要性自体も薄れてきていると思う 

ので、なぜ供養は必要なのか番組の中で教えてほしいと思った。 

 

終活を考えはじめたシニア層には、時間帯が少し遅すぎるように思った。 

赤堀さんの話は、小池さんとのやりとりがわざとらしく、噛み合っていな 

いのが気になった。 

川中さんは、母親の介護や最期の話をあっさりと、面白おかしく話されて 

いて、好感を持った。大阪的なノリやボケ、間が素晴らしく、時折出る 

大阪弁も良かった。最期に「娘の本名を呼んでいた」というエピソードも 

良かった。終活を真面目に考えている様々なエピソードもそれぞれ興味 

深く、ゲストとして素晴らしかった。 

「供養の日」の話では、認定の裏話に興味を持った。小池さんの「日本人 

の心の中に供養という考え方が根付いている、ということでしょうね」と 

いうコメントも要を得ていると思った。また、ものへの供養という考え方 

は日本独特のものだと納得できた。 



 

 

   

 委 員 

  

 

 

 

 

 

 

 

社 側 

  

 今のように核家族化していない時代、供養は当たり前に親や祖父母から 

 教わってきたが、今は伝わっていかないのでこういった形で伝えていかな 

いといけない。今の時代に必要な番組だと思う。 

小池さんは丁寧で分かりやすかった。また川中さんの話は、特別番組 

だからこそできるもので良かったと思う。 

放送する時間帯は、高齢者には遅いが、若い人に伝えるには良いと思う。 

意義ある番組だった。 

 

 

貴重なご意見、ありがとうございました。 

 

                              以上 

 

 

７．審議会の答申又は改善意見に対してとった措置および年月日 

  

    な  し 

 

８．審議会の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表内容・方法及び年月日 

 

 ・「番組審議会だより」  （第６１２回大阪放送番組審議会議事録の要約） 

「愛してラジオ大阪」 内で放送 

   放送日  平成３１年 １月 １９日（土）２８時３０分～２８時４５分 

  ・ 「番組審議会だより」   （第６１２回大阪放送番組審議会議事録） 

      ラジオ大阪ホームページ（http://www.obc1314.co.jp）に掲載 

  ・ 番組審議会の議事録の原本は事務局立ち会いのもと閲覧に応じる。 

 


